
2022年度 赤い羽根福祉基金

「盛和塾 社会人定着応援プログラム」

事業のご報告
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「盛和塾 社会人定着応援プログラム」について
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中央共同募金会では、2018 年度より、盛和塾（京セラ株式会社創業者 故・稲盛和夫氏主宰の
私塾。2019年末に解散）塾生の皆さまからのご寄付を財源として、「赤い羽根福祉基金 盛和塾
社会人定着応援プログラム」を開始しました。

本プログラムは、故・稲盛和夫氏の「社会的養護(*) が必要な子どもたちの真の幸せ」を願う想
いを受け、児童養護施設等の退所者が、自らの未来に希望を抱きつつ、社会人として生きがいを
感じながら生活していけるよう支援を行うことを目的に設立されたものです。

全国児童養護施設協議会の調査報告書によると、児童養護施設を退所した者のうち、半数以上
が高校卒業後は親からの支援を受けられず自活することが求められています。(**)

本プログラムでは、高等学校卒業時に児童養護施設または自立援助ホームに在籍していた者で、
退所して大学や専門学校等で学ぶ者に対し、就職活動にかかる費用を応援する「就職活動応援助
成」および資格等取得にかかる費用を応援する「手に職つけよう応援助成」、また、大学や専門
学校への進学に関わらず、就職後になんらかの理由で離職せざるを得なくなった際の再就職に向
けての施設等による伴奏型支援する「リスタート応援モデル助成」事業を実施しています。

*社会的養護とは、保護者のない児童や、保護者に監護させることが適当でない児童を、公的責任で社会的に養育し、保護するとと
もに、養育に大きな困難を抱える家庭への支援を行うことです。
**「令和元年度 児童養護施設入所児童等の進路に関する調査報告書」（全国児童養護施設協議会）参照。
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就職活動応援助成
(2018年度より実施)

児童養護施設等を退所して進学した者の在学中の就職活動にかかる費用として、一
人あたり10万円を助成する。

手に職つけよう応援助成
（2019年度より実施）

児童養護施設等を退所して進学した者が、就職に必要な資格等取得をめざして学ぶ
際にかかる費用として一人あたり10万円を助成する。

リスタート応援助成
(2019、2020年度でモデル助成を実施、2021年度より全国で公募)

児童養護施設等の退所者が、就職後何らかの理由で就労継続が困難となり離職した
場合、頼れる家族や信頼して相談できる相手がいないこともある中で再就職をめざ
すための費用と伴走支援を行う施設・機関の費用を助成する。



＜2022年度助成実績＞
助成対象者95名・助成総額950万円

＜助成金の使いみち＞

就職活動時の生活費、スーツ等の被服費、旅費 等
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就職活動応援助成
児童養護施設等を退所して進学した者の在学中の就職活動にかかる費用として、
一人あたり10万円を助成する。

＜助成を受けた学生から寄付者の方へのメッセージ＞

大学4年生
応援して下さったみなさま、ありがとうございます。
社会的養護のもとから社会に旅立つことは、決して容易な
ことではありません。特に私は親からの経済的・精神的支
援は一切受けられない状況での自立を強いられ、不安で
いっぱいでした。
しかし、このような支援をはじめ、社会には応援して下さ
る方や団体がたくさん存在することを知り、その事実その
ものが私にとっての励みになっていました。私は大学卒業
を経て、就職します。今まで支えて下さった社会への恩返
し、そして自分自身の幸せのために、これから生きていき
たいと思います。

短期大学２年生
私が今、生活できるのはこのような支援をしてくださる人た
ちのおかげだと思っています。就職した後も、このことを
日々噛み締めながら生活していきたいです。不安もあります
が、応援してくださった皆様のために精一杯頑張って、生き
ていきたいと思います。

看護専門学校３年生
経済的に頼れる人がいない私にとって、皆さまからの支援は、
とてもありがた就職活動から資格取得まで後押しいものです。
経済的理由で将来の夢を諦めることなく、してくれて本当に
感謝しています。これからも夢に向けて努力することを忘れ
ずに頑張っていきたいと思います。



専門学校２年生
（保育士・幼稚園教諭二種免許取得）
私は自分の命はこの日本に助けられたと思っており
ます。生きていることに感謝しています。
自分の人生をかけて同じ境遇にある子どもたちを救
う仕事に携わろうと思います。
支援してくださり本当にありがとうございました。

専門学校１年生
（美容師資格取得）
僕は、「この人に会いたい」、「この人に髪を切っても
らいたい」と心から思って貰えるよう、日々努力を怠ら
ず、将来来てくださるすべてのお客様を笑顔にできる、
価値のある人になります。
皆さまの応援を無駄にせず感謝を忘れずに1歩1歩前に進
んでいきます。

＜2022年度助成実績＞

助成対象者64名・助成総額640万円

＜いみち＞

資格取得助成金の使に必要な備品費、教科書・

書籍購入費、実習費、受験費、

実習・受験に係る交通費等

手に職つけよう応援助成
児童養護施設等を退所して大学や専門学校等に進学した者が、就職に必要な資格等取得
をめざして学ぶ際にかかる費用として一人あたり10万円を助成する。

＜助成を受けた学生から寄付者の方へのメッセージ＞



＜2022年度助成決定施設・機関＞

○児童養護施設

・城山学園（神奈川県）

・セント・ジョセフ会 聖ヨゼフホーム(東京都）

・児童愛護会 一宮学園（千葉県）

・京都大和の家（京都府）

・迦陵園（京都府）

・つばさ園（京都府）

・慶徳会 子どもの家（大阪府）

・子供の家（高知県）

・奥浦慈恵院（長崎県） 6

リスタート応援助成
児童養護施設等の退所者が、就職後何らかの理由で就労継続が困難となり離職した場
合、頼れる家族や信頼して相談できる相手がいないこともある中で再就職をめざすた
めの費用と伴走支援を行う施設・機関の費用を助成する。
（１施設・機関あたり150万円上限）

＜2022年度助成実績＞
支援を必要とした施設・機関数 15
支援対象者数：48名 支援実施額：1,084万円、



○自立援助ホーム

・まきばフリースクール 自立援助ホーム峠のまきば・愛子２（宮城県）

・カリヨンとびらの家（東京都）

・昭徳会 慈泉寮 就労支援事業 サポートいずみ（愛知県）

・青少年の自立を支える奈良の会（奈良県）

・ホザナハウス（カリスホーム・カリスボーイズ）（兵庫県）

○退所児童等支援事業所

・チャイルドラインみやぎ（宮城県）

・とちぎユースアフターケア事業協同組合（栃木県）

・滋賀県地域養護推進協議会（滋賀県）

・どりぃむスイッチ（広島県）

・おおいた子ども支援ネット 児童アフターケアセンターおおいた（大分県）

・にじのはしファンド（沖縄県）

○児童家庭支援センター

・一粒会 ファミリーセンター・ヴィオラ（千葉県）

・誠信会 パラソル（静岡県）

・みその児童福祉会 高知ふれんど（高知県）
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